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はじめに :近年,腫 瘍マーカーを用いた癌の診断や

治療効果の判定が行われるようになってきたが,食 道

癌での有効な腫瘍マーカーは,まだ確立されていない。

そこで,食 道扁平上皮癌に対する腫瘍マーカーとして

子宮頭癌より抽出された TA‐41)の亜分画である扁平

上皮癌関連抗原 (SCC抗 原)の 有用性について検討し

た.さ ら に,他 の 腫 瘍 マーカーと して immno‐

supressive acidic protein (IAP), carcinOembryonic

antigen(CEA)と も比較検討した。

対象と方法 :対象は,昭 和61年 1月から昭和62年2

月までに当科に入院 した食道扁平上皮癌患者54例

(stage o 2例, stage 1 2例, stage I1 4例, stage III

6例 ,stage IV17例,非 切除18711,再発 54/11),食道良

性疾患患者 7例 ,胃癌患者10例と健常者15例であった。

これらの症4/11でSCC抗 原を測定し,食道癌患者は各治

療前後で SCC抗 原,IAP,CEA,を 測定した.な お,

SCC抗 原はダイナボット社製 SCC・ RIABEADを 用

いて測定し,2.Ong/ml以 上を陽性とした。

結果 i SCC抗原は健常者,胃癌患者では全frl陰性で

あり食道良性疾患患者は 1例のみが陽性であった。 こ

れに対 し, 食 道癌 患者 は3 . 8 0 ±3 . 9 9 n g / m l で2 8 /

54(52%)と 高い陽性率を示し,進 行度別ではstage O,

11.55±0.78ng/ml(1/4), stage I1 1 50±0.64ng/ml

(1/4), stage II1 4.72±6.58ng/ml(2/6), stage IV

3.55±3.47ng/ml(8/17)と進行度とともに陽性率が増

加し,非 切除3.50±3.90ng/ml(10/18),再発5.48士

1.09ng/ml(5/5)と高い陽性率を示し,stage O,Iお

よびstage Hと再発例の間には統計学的有意差を認め

た (p<0.01).IAPは 多数の症例で正常値を超える高

値を示したが,進 行度との関連は認められなかった。
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また,CEAは 再発り卜切除例で高値を示すものがある

ものの,大 部分の症例で正常範囲内の値を示した。切

除例の手術前後の各マーカーの推移をみると,SCC抗

原は術後第 1病 日に高値を示すものの,そ の後は減少

した(図).IAPは 全経過を通じ正常範囲を超える高値

で推移し,CEAは ほぼ全例正常範囲内で推移 した。非

切除 ・再発例の放射線治療 ・化学療法などの治療前後

の各マーカーの推移をみると,SCC抗 原は治療効果に
一致して変動する傾向を示したが,IAP,CEAで はこ

のような傾向は認められなかった。

結語 i SCC抗 原は IAPや CEAと 比較 し癌の進行

度や治療効果を最も良 く反映し,食 道癌の腫瘍マー

カーとして有用であると考えられた。

索引用語 :食道癌のSCC抗 原
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図 手 術前後のSCC抗 原の推移




